
平成™œ年˜™月š日 火曜日 第�˜Ÿ›号官 報
住
所
京
都
府
長
岡
京
市
野
添
２
丁
目
７
番
1
2号

金
智
美
昭
和
4
3年
８
月
2
9日
生

住
所
東
京
都
調
布
市
小
島
町
３
丁
目
4
0番
地
７

金
å
昭
和
3
4年
６
月
７
日
生

金
尹
悦
昭
和
6
2年
５
月
2
9日
生

住
所

大
阪
府
泉
大
津
市
池
浦
町
１
丁
目

1
7番

2
7
`

5
0
6

号姜
陽
文
昭
和
4
2年
４
月
６
日
生

宣
尤
香
昭
和
4
9年
９
月
2
4日
生

姜
真
央
平
成
９
年
1
2月

2
4日
生

姜
了
冴
平
成
1
7年
４
月
８
日
生

住
所
大
阪
市
西
区
千
代
崎
１
丁
目
４
番
1
7
`
1
0
0
3号

陳
立
勤
昭
和
5
8年
３
月
2
0日
生

住
所
大
阪
市
鶴
見
区
中
茶
屋
１
丁
目
1
2番

3
2号

韓
末
子
昭
和
3
5年
１
月
９
日
生

住
所
大
阪
市
都
島
区
毛
馬
町
２
丁
目
1
1番

3
1
`
5
0
1号

金
幸
世
昭
和
6
0年

1
2月

1
8日
生

住
所
大
阪
市
天
王
寺
区
筆
ケ
崎
町
２
番
８
`
3
0
5号

尹
榮
騎
昭
和
3
8年
８
月
1
4日
生

玄
眞
由
美
昭
和
3
6年

1
0月

1
3日
生

尹
悠
聖
平
成
1
2年
１
月
2
1日
生

住
所
東
京
都
渋
谷
区
幡
ケ
谷
３
丁
目
5
0番
１
号

全
博
哲
昭
和
5
4 年
５
月
1
7日
生

住
所
栃
木
県
足
利
市
八
幡
町
１
丁
目
３
番
地
４

呉
正
浩
昭
和
5
0年
７
月
４
日
生

住
所
茨
城
県
土
浦
市
中
村
南
４
丁
目
６
番
1
2号

金
正
彦
昭
和
5
4年
１
月
1
7日
生

住
所
富
山
県
射
水
市
善
光
寺
3
3番
５
号

李
昇
龍
昭
和
5
5年
６
月
2
1日
生

住
所
東
京
都
新
宿
区
中
落
合
３
丁
目
2
9番

1
2号

李
純
昭
和
5
7年
５
月
1
9日
生

住
所
東
京
都
世
田
谷
区
赤
堤
５
丁
目
2
0番
９
号

李
拓
昭
和
6
3年
８
月
2
0日
生

住
所
愛
知
県
一
宮
市
大
和
町
馬
引
字
横
手
2
0番
地
１

金
永
俊
昭
和
2
1年

1
0月
４
日
生

金
正
子
昭
和
3
1年
５
月
2
5日
生

田
昌
樹
昭
和
5
1年
３
月
1
0日
生

住
所
愛
知
県
一
宮
市
大
和
町
馬
引
字
乾
出
3
8番
地
８

李
由
佳
梨
昭
和
5
7年
７
月
2
9日
生

住
所
山
口
県
下
関
市
一
の
宮
町
２
丁
目

1
1番
８
`

2
0
5

号裴
頼
命
昭
和
6
1年

1
2月

1
7日
生

住
所
長
野
県
上
田
市
中
央
４
丁
目
１
番
1
2号

林
康
幸
昭
和
4
5年
６
月
1
3日
生

当
該
協
力
の
推
進
に
よ
り
両
国
間
に
存
在
す
る
友
好
関

係
を
一
層
強
化
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

１

両
締
約
国
政
府
は
、
次
の
目
的
の
た
め
に
、
国
際
連

合
平
和
維
持
活
動
の
分
野
に
お
け
る
教
育
及
び
訓
練
に

関
す
る
協
力
（
以
下
「
協
力
」
と
い
う
。）を
促
進
す
る

よ
う
努
力
す
る
。

æ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
分
野
に
お
け
る
両

締
約
国
政
府
の
防
衛
当
局
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る

こ
と
。

ç

安
全
保
障
、
安
定
及
び
繁
栄
を
達
成
す
る
た
め

の
国
際
社
会
に
よ
る
努
力
を
国
際
連
合
憲
章
に
適

合
し
た
方
法
で
促
進
す
る
こ
と
。

２

協
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る

法
令
及
び
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
予
算
に
従
う
こ
と
を
条
件

と
し
て
、
こ
の
協
定
に
定
め
る
条
件
に
従
い
、
次
の
形

態
に
お
い
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

æ

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
に
関
す
る
日
本
人
専

門
家
（
第
四
条
２
を
除
き
、
以
下
「
専
門
家
」
と

い
う
。）を
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
派
遣
し
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
政
府
の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
の
要
員

に
教
育
及
び
訓
練
を
提
供
す
る
こ
と
。

ç

協
力
の
事
前
調
査
又
は
事
後
措
置
を
行
う
た

め
、
日
本
国
の
調
査
団
（
第
四
条
２
を
除
き
、
以

下
「
調
査
団
」
と
い
う
。）を
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に

派
遣
す
る
こ
と
。

第
二
条

１

協
力
は
、
両
締
約
国
政
府
の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局

に
よ
り
実
施
さ
れ
る
。

２

こ
の
協
定
の
下
で
実
施
さ
れ
る
協
力
に
つ
い
て
の
個

別
の
計
画
に
関
す
る
取
決
め
が
、
両
締
約
国
政
府
の
指

定
さ
れ
た
防
衛
当
局
間
で
作
成
さ
れ
る
。
日
本
国
政
府

の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
は
防
衛
省
で
あ
り
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
王
国
政
府
の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
は
国
防
省
及

び
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
へ
の
部
隊
派
遣
に
関
す
る

国
家
調
整
委
員
会
で
あ
る
。

第
五
条

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
は
、
専
門
家
及
び
調
査
団
の
構

成
員
の
任
務
の
遂
行
に
起
因
し
、
そ
の
任
務
の
遂
行
中
に

発
生
し
、
又
は
そ
の
任
務
の
遂
行
に
関
連
す
る
当
該
専
門

家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
対
す
る
請
求
に
つ
い
て
責
任

を
負
う
。
た
だ
し
、
そ
の
よ
う
な
請
求
が
専
門
家
又
は
調

査
団
の
構
成
員
の
重
大
な
過
失
又
は
故
意
か
ら
生
じ
た
こ

と
に
つ
い
て
両
締
約
国
政
府
が
合
意
す
る
場
合
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

第
六
条

１

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
の
任
務
の
遂
行
に
必

要
な
設
備
、
機
械
及
び
資
材
で
あ
っ
て
日
本
国
政
府
の

指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
が
用
意
す
る
も
の
は
、
引
き
続

き
、
日
本
国
政
府
の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
の
財
産
と

す
る
。

２

１
に
規
定
す
る
設
備
、
機
械
及
び
資
材
の
亡
失
又
は

損
傷
に
つ
い
て
、
そ
の
亡
失
又
は
損
傷
が
、
専
門
家
又

は
調
査
団
の
構
成
員
以
外
の
要
員
の
重
大
な
過
失
又
は

悪
意
に
よ
り
生
じ
た
場
合
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政

府
は
、
日
本
国
政
府
の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
に
対
し

賠
償
す
る
。

第
三
条

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
は
、
協
力
の
結
果
と
し
て
カ
ン

ボ
ジ
ア
王
国
政
府
の
指
定
さ
れ
た
防
衛
当
局
の
要
員
が
取

得
し
た
技
術
及
び
知
識
が
第
一
条
１
ç
に
規
定
す
る
目
的

の
た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
。

第
四
条

１

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
は
、
次
の
措
置
を
と
る
。

\
æ

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
対
し
、
国
外

か
ら
送
金
さ
れ
る
給
与
及
び
手
当
に
対
し
て
又
は

当
該
給
与
及
び
手
当
に
関
連
し
て
課
さ
れ
る
所
得

税
を
含
む
租
税
及
び
課
徴
金
を
免
除
す
る
こ
と
。

ç

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
対
し
、
次
の

も
の
の
輸
入
に
関
し
、
領
事
手
数
料
、
租
税
（
関

税
を
含
む
。）及
び
課
徴
金
並
び
に
輸
入
許
可
証
及

び
為
替
証
明
書
の
取
得
の
要
件
を
免
除
す
る
こ

と
。

ü

携
帯
荷
物

@

身
回
品
、
家
財
及
び
消
費
財

]
æ

専
門
家
及
び
調
査
団
の
任
務
の
遂
行
に
必
要
な

適
当
な
訓
練
場
、
事
務
所
そ
の
他
の
施
設
を
自
己

の
負
担
で
提
供
し
、
並
び
に
そ
れ
ら
の
運
営
費
及

び
維
持
費
を
可
能
な
範
囲
で
負
担
す
る
こ
と
。

ç

専
門
家
及
び
調
査
団
の
任
務
の
遂
行
に
必
要
な

水
及
び
電
気
を
自
己
の
負
担
で
提
供
す
る
こ
と
。

è

専
門
家
及
び
調
査
団
の
任
務
の
遂
行
の
た
め
、

第
六
条
１
に
規
定
す
る
設
備
、
機
械
及
び
資
材
の

適
切
な
保
管
を
自
己
の
負
担
で
行
う
こ
と
。

é

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
対
し
、
医
療

上
の
便
宜
を
提
供
す
る
こ
と
。

^
æ

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
対
し
、
そ
の

任
期
中
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
入
国
し
、
同
国
か

ら
出
国
し
、
及
び
同
国
に
滞
在
す
る
こ
と
を
許
可

し
、
外
国
人
登
録
要
件
に
係
る
手
続
に
関
し
便
宜

を
与
え
、並
び
に
領
事
手
数
料
を
免
除
す
る
こ
と
。

ç

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
の
任
務
の
遂
行

に
必
要
な
全
て
の
政
府
機
関
の
協
力
を
確
保
す
る

た
め
に
、専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
対
し
、

身
分
証
明
書
を
発
給
す
る
こ
と
。

è

専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
の
任
務
の
遂
行

に
必
要
な
そ
の
他
の
措
置
を
と
る
こ
と
。

２

カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
は
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活

動
に
関
す
る
日
本
人
専
門
家
及
び
日
本
国
の
調
査
団
の

構
成
員
に
対
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
に
お
い
て
同
様
の

任
務
を
遂
行
し
て
い
る
い
か
な
る
第
三
国
又
は
国
際
機

関
の
専
門
家
及
び
調
査
団
の
構
成
員
に
与
え
ら
れ
て
い

る
も
の
よ
り
も
不
利
で
な
い
特
権
、
免
除
及
び
便
宜
を

与
え
る
。

３

こ
の
協
定
の
い
か
な
る
規
定
も
、
一
般
国
際
法
に
基

づ
い
て
軍
の
要
員
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
特
権
及
び
免

除
を
少
し
も
害
し
、
又
は
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

〇
外
務
省
告
示
第
三
百
五
十
七
号

平
成
二
十
五
年
十
一
月
十
六
日
に
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
、
国

際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
分
野
に
お
け
る
教
育
及
び
訓
練

の
た
め
の
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府
と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王

国
政
府
と
の
間
の
協
定
の
署
名
が
行
わ
れ
、
同
協
定
は
、

同
日
に
効
力
を
生
じ
た
。

平
成
二
十
五
年
十
二
月
三
日外

務
大
臣

岸
田

文
雄

（
訳
文
）国

際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
分
野
に
お
け
る
教
育

及
び
訓
練
の
た
め
の
協
力
に
関
す
る
日
本
国
政
府

と
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
と
の
間
の
協
定

日
本
国
政
府
及
び
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
政
府
（
以
下
「
両

締
約
国
政
府
」
と
い
う
。）は
、

国
際
社
会
が
、
国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
分
野
に
お

い
て
、
協
力
を
一
層
実
効
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
に
各
国

の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
の
必
要
性
を
考
慮
し
、

国
際
連
合
平
和
維
持
活
動
の
分
野
に
お
け
る
教
育
及
び

訓
練
の
た
め
の
両
締
約
国
政
府
間
の
協
力
が
、
前
記
の
必

要
性
を
満
た
す
こ
と
に
貢
献
し
、
安
全
保
障
、
安
定
及
び

繁
栄
を
達
成
す
る
た
め
の
国
際
社
会
の
努
力
に
寄
与
す
る

こ
と
を
認
識
し
、

当
該
協
力
が
、
平
和
維
持
の
部
隊
並
び
に
地
雷
及
び
戦

争
に
よ
る
爆
発
性
の
残
存
物
の
除
去
に
関
す
る
国
立
セ
ン

タ
ー
に
所
在
す
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
王
国
そ
の
他
の
国
の
要
員

と
の
意
見
の
交
換
等
の
活
動
を
通
じ
て
、
前
記
の
分
野
に

お
け
る
日
本
国
政
府
の
能
力
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
も
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、

›
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